
【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都中学校理科教育研究会】 

Ⅰ 団体の概要 

 

 

 

Ⅱ 団体の取組み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５月  定期総会・役員会 

６月  役員会 

８月  現地研修会（観察・実験委員会） 

全中理山梨大会 

  役員会・夏季研修会 

１１月  役員会・会員研究発表会 

１２月  役員会・冬季研修会・開発教材コンテスト 

１月  実技研修会・生徒理科研究発表会 

２月  都中理報告会・役員会・代表理事会 

３月  都中理研究会誌発行 

Ⅲ 研究の方法 

 

 

 

 

 

Ⅳ 研究の内容 

 

研究主題等 理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育み、豊かな未来を切り拓く理科教育 

～生徒の主体的な学びや科学的な探究活動を通して、持続可能な未来を創造する理科教育～ 

 本研究会は、東京都内の公立中学校の全理科教員が会員となり、理

科教育に関して研究している会です。３部４委員会を設け、定期的に

研究活動を行い、理科教育の振興と会員相互の親睦を図っています。 

 

 教育課程委員会、学習・評価委員会、観察・実験委員会、環境

教育委員会の４つの委員会が、それぞれテーマに沿った研究を行

い、会員研究発表会等で発表しています。また、研究部は会員研

究発表会、生徒理科研究発表会を、研修部は年２回の若手・中堅

教員向けの研修会を、広報部は、研究会誌の発行と開発教材コン

テストを実施しています。観察・実験委員会は実技研修会も実施

しています。 

 

【教育課程委員会】 

「生徒が科学的に探究する資質・能力の育成～1 人１台端末

の活用の効果～」をテーマに、1人１台端末を活用した個別最

適な学び、協働的な学習を実践し、効果を検証する研究を行い

ました。今後、この形式に適した単元等を検討します。 

【学習・評価委員会】 

「個別最適な学びの実現に向けた指導の工夫～ワンルーム習

熟度別授業～」を研究しました。講義形式や実験において、1

教室で生徒の理解度を基に、学習活動や学習課題を選択する取

り組みを行いました。実験の安全の担保など諸課題はあるが、

生徒の意欲が高まったとの肯定的意見が多くありました。その

他、会員個人の研究を会員研究発表会で発表しています。 

山梨大会参加 会員研究発表会 



【令和６年度東京都教育委員会研究推進団体 東京都中学校理科教育研究会】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ 山梨大会への参加 

 

 

 

 

 

 

 

 

※会員研究発表会の結果を踏まえ、令和７年度全中理北海道大会で

の研究発表者の推薦対象者を決定します。 

【開発教材コンテスト】 

先生方がオリジナルで開発した教材の発表を行っています。 

都中理研究会誌及び都中理ＨＰに、教材の写真と紹介文を掲載しま

す。 

【博物館連携プロジェクﾄ】 

国立科学博物館を校外学習等で利用する際、楽しく有意義に学習

できるよう、国立科学博物館と都中理が協働してワークシートを作

成しています。新たなメンバーでの活動や、科博以外の博物館ワー

クシートの作成など新しい取り組みも行っています。 

＜令和６年度連絡先＞ 

団体名 東京都中学校理科教育研究会 

代表者 

所属 江戸川区立松江第四中学校 

職 氏名 校長 鶴澤 伸一 

連絡先 ０３－３６５２－７５９１ 

事務局 

所属 豊島区立千川中学校 

職 氏名 校長 牧野 崇 

連絡先 ０３－５９９５－６１５０ 

団体ホームページ 

ＵＲＬ 二次元コード 

https://www.tochuri.net/ 

 

 

 

 

 

 

Ⅵ 成果と課題 

第７１回全国中学校理科教育研究会 山梨大会 

 開催期間 令和６年８月８日（木）～８月１０日（土） 

 会  場 シャトレーゼホテル談露館 山梨防災新館 

      YCC 県民文化ホール 山梨県立図書館 

 研究主題 理科の見方・考え方を働かせて資質・能力を育み、豊かな

未来を切り拓く理科教育 

 研究主題 自然の事象に関わり、観察や実験、科学的な探究活動を通

して、持続可能な未来を創造する力を育む理科教育 

 本研究会の発表 

  第３分科会【観察・実験】 

   現象をとらえ、２つの視点から金星の見え方のしくみや規則性を

見いだす資質・能力の育成（観察・実験委員会） 

 第４分科会【環境教育】 

  秋川流域の地域資源や人材を活用した単元指導計画の開発 

  ～個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実を目指して～

（環境教育委員会） 

昨年度と同様、研修会や研究会をリアルで開催することができま

した。対面でのやり取りからネットワークの再構築、情報交換などに

一定の手応えを実感できました。全中理山梨大会の分科会では、全国

の熱心な若手教員の姿が散見されました。都中理としても若手の研

究仲間の発掘が急務であると考えています。今年度、計画通りにいか

なかった事業もあります。委員会組織の在り方も含め、次年度以降の

大きな課題であると捉えています。 

https://www.tochuri.net/

